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論文の内容の要旨

　本論文では，ネットワークアプリケーションに適したヘルプ機能と，その関連技術である構造化文書の閲覧法

について報告している。

　本論文では，まず，操作を説明する機能を持たない一般的なJavaアプレットに対してアニメーション機能を付

加する方法について述べている。アプレットは，Webブラウザを用いることで誰にでも簡単に実行できるが，そ

の操作方法は文書で書かれることが多く，直感的に把握しにくい。GUIを用いたシステムの操作説明にアニメー

ションを用いることの有用性は確認されているがシステムや実行系を変更する必要があった。本論文では，シス

テムや実行系を変更せずにアニメーション機能を持たせる枠組みを提案している。この枠組みでは，アニメーショ

ン機能を持たない対象アプレットを，イベント管理機構を持つマネージャアプレットに貼り付けることによって

対象アプレットの機能拡張を実現している。開発者は，対象アプレットを呼び出すアプレットタグを書き替える

だけでアニメーション機能を追加できる。

　また，操作からアニメーションを生成する際に，操作の内容を自動的に付加するための仕組みについて述べて

いる。開発者があらかじめ操作のイベント列を一般化し，操作の意味を表す文字列との対応をルールとして準備

しておく。このルールを用いて実際の操作イベント列から自動的に操作の内容を付加するため，開発者がアニメー

ション記述にかかる労力を軽減できる。

　次に，構造化文書の効果的な閲覧のためのリンク手法について述べている。従来のブラウザにおいてリンク先

文書を表示するとリンク元文書は画面から失われる。リンク元文書を再表示するには“Back”ボタンを押す必要

があるが，“Back”ボタンを押すマウス操作は，閲覧者が文章を読む作業を妨げるという問題があった。本論文で

は，この問題を解決するため，リンク先の文書をアンカー位置に埋め込む手法“in1ineLink”について述べている。

また，従来のWebブラウザ上で実現する方法を示している。実験によって，従来手法に比べてマウスの移動量と

クリック回数が減少することが確認された。

　最後に，これらの技術の応用として，オンラインヘルプ検索時の問題を検討し，解決する方法を提案している。

検索タスクにチャットやWeb掲示板などの社会的インタラクションを導入することで，検索タスクにおけるユー

ザの心理的負担を減らすことができると述べている。
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審査の結果の要旨

　著者が提案しているJaVaアプレットヘアニメーション機能を付加する枠組みやコマンドルールによる意味付け，

文書挿入リンク機能の既存のWebブラウザを用いた実現については，現実社会において適用可能な解決法を示し

ており評価できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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